
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【生涯学習係から】   

 

記載内容についてのお問い合わせは  吾妻教育事務所 へお願いします  

TEL ０２７９－７５－３３７０ (代) E-mail agakyou@pref.gunma.lg.jp 

令和５年 11 月 24 日      教  育  あ  が  つ  ま       第１５２号（４）  

 
 
 
生涯学習係では、様々な機会で御活用いただける講師の派遣を行っています。 
 

【講師派遣例】 

○児童・生徒、保護者向けメディアコントロール講習会講師  

○親の学びプログラム「ワクわく子育てトーキング」の進行役  

○こども園・幼稚園・小学校における体験活動の講師  

○地域学校協働活動やコミュニティ・スクールについての研修会講師 

 

御要望や御希望に合わせて、開催時間や内容等を御提案させていただくこともできます。 

まずは、お気軽にお問い合わせください。 
 

 

 

 
 
 
子供を中心に「学校づくり」と「地域づくり」を

考え、よりよい社会を創っていくということが、コミ
ュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体
的推進の大きな目的です。 

 
学校は、社会に開かれた教育課程の実現に

向けて、地域と一体となって子供たちの成長を支
えることが重要です。そのために、コミュニティ・ス
クール(学校運営協議会 )の設置を進める必要
があります。 

 
地域は、地域コミュニティの活性化のため、学

校を核に地域づくりを図る地域学校協働活動を
充実させる必要があります。 

 
学校を中心に住民が集まることで、今まで以上に活気に満ちあふれた地域になり、地域の力を巻

き込んだ学校は、今まで以上に自信をもって子供たちに教育をすることができるはずです。  

 

 

 町村連携講座「ふるさと探訪」   
吾妻６町村が毎年２グループに分かれ、グループ内の他町村講座  

へ相互に参加できる講座です。各町村の誇る文化財、自然、施設等  
をめぐる講座を開催しています。グループの組合せは毎年変わるので、  
長期間にわたって郡内を探訪できる県内でも特徴的な事業です。 

 
 社会教育担当者会   

毎月１回、吾妻６町村の社会教育担当者と事務所生涯学習係が集まり、情報交換や各町村
での社会教育の充実を図る研修会を開催しています。 

 
生涯学習係では、管内の貴重な教育資源を有効活用し、各町村における生涯学習を支えるとと

もに、これからも吾妻の地域性を生かした事業を推進し、さらなる充実を図ってまいります。 

園・学校・地域のニーズに合わせて講師を派遣いたします  

吾妻の特色を生かした事業の開催を支援しています  

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進  

ワクわく子育てトーキング  

品木ダム  上州湯ノ湖  

 
 

  

  10月をもって管内全ての園・学校の計画訪問が終了しました。大変お世話になりました。訪問では先生方の授業や 

保育の様子を参観させていただきました。また、先生方の率直な思いやお悩みの声をお聞きすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

計画訪問で説明させていただいた「学校・園経営の重点」は、先生方に活用していただくために作成しました。御自 

身の教育活動を「点検」するという意味で、改めて読んでいただければと思います。この「点検」をすることが、日頃 

感じている課題や悩みの解決のヒントとなれば幸いです。 

「学校・園経営の重点」には６つの視点があります。それぞれの視点のポイントも示してありますので、気になる視 

点については併せて御覧ください。御不明な点や詳しく知りたい点がありましたら、吾妻教育事務所へお気軽に御相談 

ください。 
 
  
 

 

 

令和５年１１月２４日発行  第１５２号 
吾 妻 教 育 事 務 所 
吾 妻 郡 町 村 教 育 委 員 会 連 絡 協 議 会 

「学習指導要領」を読んで 

吾妻教育事務所長   萩原 聖徳 

 学校訪問では、子供たちの元気な姿が見られました。一人一台端末も日常化し、いよいよベテラン 

の先生方が巧みな授業展開の中で高度に活用する姿に頼もしさを感じます。 

このＧＩＧＡスクール構想加速の理由は感染症ではなく、地球規模の大きな社会の変化です。その 

スピードは、能力を超えた急斜面で直滑降を強いられた時に似た不安を感じさせます。子供たちには、その斜面を自分の

ものにして、この社会を生き抜き、次の社会を創造していくことが課せられています。我々教育に携わる者はその力を育

む責務を負い、各学校の教育活動はその資質・能力を培う場です。 

そこでその拠り所、つまり教育課程の編成・実施の基準となる学習指導要領について、構想の過程から見てみました。

その中身は十年かけて検討され、この要領に沿った教育が施される子供たちが社会で活躍するのは更に十年近く先のこと

です。そこまで先を読み描くという難しいミッションに対して、各方面の専門家が本当に緻密な検討を繰り広げて作成し

ています。例えば、今話題の生成ＡＩの普及も既に想定内であり、そこで活躍する人間に必要な力と役割が描かれていま

す。そして、これまで日本の教育で大切に積み上げられてきた各教科等における見方・考え方をもってすれば、社会の変

化に対応でき未来を拓けること、それを身に付けるための学びの形や形に現れない学びに向き合う姿勢の大切さが示され

ています。 

これまで学習指導要領は常に次代をにらみ、我が国の立ち位置を見極めて次の社会を切り拓く術を示してきました。

そして今回も自立に導く学びという財産を子供たちに用意しました。しかし、この要領を使いこなすには、我々が大切に

しなければならないことがあると考えます。それは、社会の変化に正面から向き合い、その中でよりよく生きる見通しを

しっかりもつことです。つまり、我々が社会の変化に目を向けず、今まで浸かっていた安定との違いを嘆いていたので

は、次代に向けた要領の本当の価値を見落とし、期待された活用にまで届きません。そして教育の場においては、子供に

迫る変化を自分の事として本当に受け止められるのは我々以外にはいないと考えます。子供の成長とよりよい未来を考え

続けてきた者だけが持つ視点がものを言います。人間の多種多様な社会活動がその変化をコントロールし、前に進ませよ

うとする中で、絶対に譲れない柱に誇りをもちたいと考えます。 

時間や空間を超える地球規模の社会の変化に突入しました。我々はその変化を自分のものとして対応し、活用する。

将来においても真に信頼のおける教育を、自信をもって展開していかなければと感じています。 

【学校教育係から】  

 

ここで、    「学校・園経営の重点」を使って、教育活動の「点検」をしてみませんか？ 

１人１人の多様なニーズに 
合わせた支援について、 
もっと学んでいきたいと 
思っています。 

園と小学校 
との連携を 
もっと進めて 
いきたい！ 

子供を主体にした、
『主体的な学び』 
って難しいですね。 

mailto:agakyou@pref.gunma.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
  

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

② 特別支援教育の充実 

①学校・園づくり 

③確かな学力の育成 

④ 豊かな人間性の育成 

 

⑤健やかな体の育成 

⑥幼児教育の充実 

あらゆる教育活動を組織的に進めるための視点です。  
学校全体が１つのチームとして機能するよう、職員一人一人が役割を
意識して取り組みましょう。 

全職員で共通理解された 

目指す子供の 
具体的な姿 

様々な面から総合的な理解 

子供の状況 

全ての教育活動を支える根幹となる重要な視点です。  
子供一人一人の教育的ニーズを適切に把握し、一人一人に必要な支援を
充実させましょう。 
 
 

 

 

個性を  
認め 

受け入れる 

子供に 

寄り添う 

子供を 

支える 

子供の  

得意なこと 

に目を向ける 

役割を与え 

挑戦させる 

 

学力の育成のために、子供主体の授業をつくっていく視点です。  
「いかに教師が教えたか」から、「いかに子供が学んだか」へ、教師の
意識の改革を進めましょう。 
 

子供を主体とした授業に向けた授業づくりのポイント 

  

  

 

 

 

 

 

 ・「生活習慣病予防対策基本方針」(県教委作成) 

・「体力向上プラン」(各校で作成) 

人間性の伸長を促す学校づくりのための視点です。  
子供が安全に安心して過ごせる居場所をつくることが最優先です。そのた
めには、深い児童生徒理解と、それに基づく支援が不可欠です。 

  (R4.12改訂)『生徒指導提要』P.14  
生徒指導４つの視点を生かした授業づくり 

 

 
 
 気付きや発想を生み出す 
 環境構成の工夫を行う 

 

任せて見守ることで生まれる 
主体性を認める 

 

幼児同士をつなぐ 
教師の役割を意識する 

 

 

主体性の伸長 

環境構成 

幼児同士の関わり 

健康や生活習慣に目を向け、生活していこうとするための視点です。  
学びの成果を日常生活で主体的に発揮できるようにしましょう。 

心動かされる体験を通して成長を促すための視点です。  
幼児の成長を促す、「主体的な遊び」を進めていきましょう。 

○信頼関係を構築する ○達成感や満足感を味わわせる 

幼稚園・こども園と 

小学校との連携のために！ 
 

幼児教育は、遊びを通した総合的な指

導の中で資質・能力を育んでいます。ぜ

ひお近くの幼稚園･こども園の幼児の

遊びや保育の様子を参観してみてくだ

さい。連携をより深めるため、幼こ･小

のつながりを意識し、小学校は幼稚園・

こども園の育ち(遊びを通した学び)が

生かせるよう準備を進めましょう。 

   令和５年11月24日          教 育 あ が つ ま          第１５２号（２）    令和５年11月24日          教 育 あ が つ ま          第１５２号（３） 

：他者の意見を尊重し、支え合いながら学習する授業  

：課題の設定や学び方を自ら判断し、決定できる授業 

：個性や多様性を互いに認め合うことで、 
誰もが安心して受けられる授業 

             
  
            
 

・授業でも日常生活でも 
運動に親しむ工夫 

 ・日常生活の中で  
既習事項を活用できる工夫 

０ 

支援の 
修正・改善 

 

・つまずきの克服 

・スモールステップ 

 を意識 

体育の授業を中心に 

学校全体では 

「教育あがつまHOT NEWS第68号」も参照ください 

継続的に 
次の支援へ 

 

役割を分担して 
確実な支援 

 
支援の有効性 
の振り返り 

 

チェックボックスを 
ご利用ください。 

「教育あがつまHOT NEWS第59号」も参照ください 

全ての教育活動を支える視点 

生涯にわたって 
健康を保持増進し 

豊かなスポーツライフ 
を実現する力を 
育成しましょう 

・健康的な生活習慣の形成（家庭と連携して） 

小学校の
先生へ！ 

 

ねらいをもとに、めあて、学習活動、振り返りの一貫性を意識する 

① 身に付けさせたい資質･能力から、本時のねらいを明確化する 

② 振り返りで現れてほしい、ねらいを達成した姿を具体化する 

③ ねらいの達成までの見通しがもてる、めあてを設定する 

④ 見通しを生かして進められる、学習活動を設定する 

この点検を明日からの 
教育活動に生かしてください。 

子供の気付きや疑問
を引き出し、子供の
言葉を使ってめあて
をつくりましょう。 
 

めあてによって 
主体性は大きく
変わります！ 

：一人一人が大切にされた、どの児童生徒も分かる授業 

 
自己存在感の感受 

自己決定の場の提供 

共感的な人間関係の育成 

安全･安心な風土の醸成 

安全・安心な 
居場所づくりの例  

特性に応じた指導・支援 
 


